
を
利
用
し
た
階
段
状
連
房
式
登
窯
で
あ
る
。

一
、

窯
体
の
比
較

を
い

う
こ
と
に
す
る
。

つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

肥
前
陶
磁
の

製
品
の
変
遷
は
、

近
年
の
調
査
研
究
に
よ
っ

て
基
本
的
な
流
れ

は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
を
焼
造
し
た
窯
や
窯
跡
に
捨

て
ら
れ
た
窯
詰
用
の
道
具
に
つ
い
て
は
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い

難

い
。

本
稿
で
は
近
年
の
考
古
学
的
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
窯
本
体
の
変
遷
に

な
お
焼
成
室
の
大
き
さ
の
記
述
の
場
合、

持
に
こ
と
わ
り
の
な
い
場
合
に
は
、

幅
と
い

う
の
は
、

中
央
付
近
の
床
面
で
測
っ

た
も
の
を
い
い
、

う
の
は
、

火
床
の
部
分
を
含
め
て
、

前
壁
か
ら
奥
壁
の
部
分
ま
で
の
床
の
長
さ

肥
前
の
窯
の
う
ち
、

発
掘
調
査
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ

た
窯
は
山
の
斜
面

は

じ
め

に

前

古

の

ま
た
奥
行
と
い

窯

変

遷

焼

成

室

規

模

よ

り

み

た

は

じ

の

お

こ
の

形
態
と
異
な
る
窯
と
し
て
は
長
崎
県
諫
早
市
の
土
師
野
尾
古
窯
跡
群
の

注
ー

中
道
古
窯
跡
が
あ
る
。

こ
の
窯
は
登
窯
の
下
半
が

破
壊
消
滅
し
て
お
り
、

上
部

の
焼
成
室
五
室
を
検
出
し
た
。

保
存
状
態
の
良
か
っ

た
四
室
を
み
る
と
、

窯
床

面
の
勾
配
が
比
較
的
急
で
あ
り
、

焼
成
室
間
の
奥
壁
の
高
さ
は
ニ
ニ
ー
ニ
九
セ

・

ニ
ニ
ー
一

が
ニ
・

三
五
＼
二

：
七
一

メ
ー
ト
ル
と
奥
行
が
極
端
に
長
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

焼
成
室
が

幅
よ
り
奥
行
の
長
い

平
面
縦
長
プ
ラ
ン
の
窯
は
、

肥
前
の
場
合、

唐
津
系
陶
器
を
焼
造
し
た
窯
に
い

く
ら
か
例
が
あ
る
（
第
一

図）。

例
え
ば
、

焼

山
下
A

窯
（
伊
万
里

市）、

山
辺
田
四
号
窯
（
第
二

図）、

天
神
森
四
号
窯
（
以
上

有
田
町）、

蔑
の
本
三
号
窯
（
佐
世
保
市
）

な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
磁
器
を
併

肥
前
の
磁
器
窯
の
焼
成
室
は
幅
よ
り
奥
行
の
短
い
平
面
横
長。
フ
ラ
ン

を
呈
す

る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
秀
島
貞
康
氏
が
土
師
野
尾

古
窯
跡
群
と
他
窯
の
比
較
で
焼
成
室
の
奥
行
と
幅
に
注
目
し
て
、
「
陶
器
窯
か
ら

焼
し
た
の
は
天
神
森
四
号
窯
で
あ
る
。

ン

チ
と
低
い
。

ま
た
焼
成
室
の
幅
は

大

橋

ー6
 

三
三
メ
ー
ト
ル
、

奥
行

康



磁
器
窯
へ

の
移
行
に
伴
い
、

縦
長。
フ
ラ
ン
か
ら
正
方
形
プ
ラ
ン

を
経
て
横
長。
フ

注
2

ラ
ン
の
窯
室
へ

と
変
遷
し
て
い
く」

と
し
、

ま
た
「
同
時
に
規
模
の
拡
大
化、

火
床
の
増
大」

を
指
摘
す
る
。

筆
者
も
既
に
窯
の
焼
成
室
の
幅
が
時
代
と
と
も

注
3

に
拡
大
傾
向
を
示
す
こ
と
を
述
べ

て
き
た
が
、
こ
れ
も
一
、
一

具
体
的
に
数
字
を

あ
げ
て
考
察
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
、

こ
こ
で
そ
れ
を
行
い
、

二
、

焼
成
室
平
均
幅
の
変
遷

改
め
て
製
品
・

焼
成
室
平
均
幅
の
変
遷
を
み
る
に
当
っ

て
、

窯
の
拡
大
が
、

長
い
登
窯
の
全

体
に
わ
た
っ

て
一

様
に
進
ん
だ
の
で
は
な
く、

連
房
式
登
窯
の
う
ち
上
方
に
登

る
に
従
っ

て
そ
の
拡
大
傾
向
が
強
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
焼
成
室

胴
木
間
（
燃
焼
室
）

か
ら
窯
尻
ま
で
が＿
扇
形
に
拡
張
す
る
よ
う
な
平
面
プ
ラ
ン

注
4

を
呈
す
る
も
の
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

松
浦
皿
山
窯
（
長
崎
県
松
浦
市
）

は
そ

の
早
い

時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、

全
体
を
発
掘
し
た
好
例
で
あ
る
が
、

副
島
邦

弘
氏
が
こ
れ
に
注
目
し
、

須
恵
窯
（
福
岡
県
粕
屋
郡
須
恵
町）、

平
原
窯
（
宮
崎

県
延
岡
市
）

な
ど
を
あ
げ
、

注
5

述
べ

て
い
る
。

磁
器
窯
の
中
で
そ
う
し
た
傾
向
が
現
れ
る
こ
と
を

し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
磁
器
窯
に
限
ら
ず
、

肥
前
系
の
窯
の
築
窯
技
術
の

変
遷
の
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
焼
成
室
幅
は
年
代
が

下
降
す

数
の
少
な
い

窯、

つ
ま
り
十
室
以
内
の
よ
う
に
小
規
模
生
産
の
窯
に
お
い
て
は

窯
道
具
な
ど
を
考
慮
し
て
時
代
変
遷
を
追
っ

て
み
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
操
作
を
加
え
て
各
窯
の
焼
成
室
幅
・

奥
行
の
平
均
値
を
算
出

そ
の
判
明
し
た
一

方
の
数
値
は
採
用
す
る
。

口

焼
成
室
の
幅
・

奥
行
の
ど
ち
ら
か
一

方
の
み
が
判
明
し
た
室
の
場
合
も

が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
地
形
な
ど
か
ら
推
測
し
て
行
っ

た
。

（一）
よ
う
な
操
作
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

る
ほ
ど
窯
の
上
方
と
下
方
の
焼
成
室
幅
に
差
が
開
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
や
、

窯

の
焼
成
室
数
が
有
田
辺
で
は
一

七
世
紀
前
半
で
は
一

0
数
室
が
普
通
で
あ
り
、

室
数
が
一

〇
室
以
下
の
地
方
窯
と
単
純
に
比
較
が
難
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
同
時
期
の
窯
の
焼
成
室
幅
を
単
純
に
平
均
計
算
す
る
と
、

焼
成
室
数
の

少
な
い
窯
の
場
合
は、

登
窯
の
下
部
の
幅
の
狭
い
部
分
の
割
合
が
大
き
い
た
め
、

平
均
値
は
小
さ
く
な
り
、

逆
に
室
数
の
多
い

窯
で
は
、

上
部
の
幅
の
広
い
部
分

が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
た
め
に
平
均
値
は
大
き
く
な
る
。

こ
の
平
均
値
の
大

小
が
意
味
す
る
も
の
は
生
産
規
模
の
差
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
連
房
式
登

窯
の
う
ち
の
同
じ
位
置
の
焼
成
室
間
で
比
較
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、

十
八

世
紀
以
降
の
窯
全
体
を
調
査
し
た
例
は
少
な
い
の
で
そ
う
し
た
比
較
は
現
在
の

と
こ
ろ
困
難
な
の
で
あ
る
。

よ
っ

て
焼
成
室
幅
を
比
較
す
る
に
当
っ

て
、

次
の

胴
木
間
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
焼
成
室
三
室
分
は
除
く
。

こ
れ
ら
の
位
置

し
、

そ
れ
を
図
化
し
た
の
が
第
一

図
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
製
品
・

窯
道
具
・

窯

壁
構
築
材
な
ど
の
点
か
ら
検
討
す
る
と
六
つ
に
大
別
で
き
る
。

以
下
順
次
説
明

し
よ
う
。
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焼
成
室
平
均
幅
が
一

メ
ー
ト
ル

台
で
あ
り
、

中
道
窯
、

焼
山
下
A

窯
が
あ
る
。

今
後、

唐
津
系
陶
器
窯
の
調
査
が
進
め
ば
、

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
窯
も
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

現
在
は
少
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
奥
行
が
幅
よ
り
長
い

と
い
う
点
も
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

占
地
の
仕
方
は
山
の
斜
面
に
直
角

に
築
き
、

中
道
窯
を
み
る
と
勾
配
は
急
で
あ
る
。

中
道
窯
で
は
焼
成
室
床
面
も

奥
壁
側
か

ら
火
床
へ

と
か
な
り
の
傾
斜
で
下
っ

て
お
り
、

奥
壁
の
高
さ
は
低
い
。

製
品
の
窯
詰
技
法
は
、

窯
道
具
は
中
道
窯
の
よ
う
に
エ
字
形
の
ト
チ
ン

て

づ

く

手
捏
ね
成
形
し
た
ハ

マ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の

年
代
は
、

製
品
の
窯
詰
め
が
胎
土
目
積
で
あ
り
、

装
飾
が

鉄
絵
で
あ
る
こ
と
、

皿
の
場
合
主
と
し
て
胎
土
目
積
が
用
い
ら
れ
、

（
一

六
0
0
年
か
ら
一

六
0
九
年
を
表
す
。

以
下
同
じ
）

皿
の
形
態
な
ど
か
ら、

唐
津
焼
創
始
か
ら
一

六
0
0
年
代

注
6

と
推
測
さ
れ
る
。

焼
成
室
平
均
幅
が
ニ
ー
ニ
・

八
九
メ
ー
ト
ル

の
窯
で
あ
り
、

段
の
本
一

ー
三

号
窯
（
佐
世
保
市）、

茅
ノ
谷
一

号
窯
（
伊
万
里
市、

第
二
図）、

原
明
A
.

B

窯

（
第
二
図
）、
迎
の
原
上
窯
（
以
上
西
有
田
町）、

山
辺
田
四
（
第
二
図）、

七
（
第

三
図）、

九
号
窯
、

天
神
森
三
、

回

第
ニ

グ
ル
ー
プ

（
第
六
図
2
)

と
円
板
状
に

装
飾
は
焼
山
下
A

窯
の
場
合
、

鉄
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。

印

第
一

グ
ル
ー
プ

皿
の

四
、

七
（
第
三
図
）

号
窯
、

清
六
の
辻
二
号
窯

（
第
二
図
）、
猿
川
B

窯
（
第
三
図
）
（
以
上
有
田
町）、

畑
ノ

原
窯
（
長
崎
限
波
佐

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
段
階
で
は
、

山
辺
田
四
号
窯
、

三
号
窯
の
よ
う
に
奥
行
の
方
が
長
い
縦
長
プ
ラ
ン
の
焼
成
室
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
中
で
奥
行
よ
り
幅
の
拡
張
が
著
し
く
、

横
長。
フ
ラ
ン
の
焼
成

室
が
多
く
な
る
。

天
神
森
四
号
窯
、

殴
の
本

占
地
は
山
の
斜
面
に
直
角
に
設
け
た
も
の
が
多
い
が
、

原
明
A
.

B

窯
や
天

神
森
七
号
窯
の
よ
う
に
少
し
斜
行
し
た
も
の
も
現
れ
る
。

ま
た
焼
成
室
床
面
の

傾
斜
は
緩
く
な
り
、

水
平
に
近
く
な
る
。

勾
配
は
天
神
森
七
号
窯
、

原
明
B

窯、

清
六
ノ

辻
二
号
窯
な
ど
の
よ
う
に
上
部
を
緩
く
作
る
例
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は

登
窯
の
火
度
の
調
整
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、

中
国
な
ど
で
も
こ
う
し
た

例
が
あ
り
、

現
代
竜
窯
で
は
後
部
の
傾
斜
度
を
小
さ
く
し
て
熟
が
速
く
流
失
す

注
7

る
の
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
い
る
。

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
窯
に
は
唐
津
系
陶
器
窯
も
あ
る
が
、

陶
器
と
磁
器
併
焼
の

窯
が
多
い
。

ま
た
猿
川
B

窯
の
よ
う
に
磁
器
専
焼
の
窯
が
あ
る
。

唐
津
系
陶
器

の
み
を
焼
い
た
と
み
ら
れ
る
窯
と
し
て
は
腹
の
本
一

＼
三
号
窯
、

茅
ノ
谷
一

号

窯
が
あ
り
、

山
辺
田
四
号
窯
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち

藤
の
本
一

号
窯
は
胎
土
目
積
の
皿
が
主
で
、

鉄
絵
装
飾
を
施
し
て
お
り
、

二
号

窯
は
物
原
か
ら
胎
上
目
積
や
鉄
絵
を
施
し
た

製
品
が
出
土
し
て
い
る
が
、

窯
床

面
出
土
品
は
砂
目
積
の

溝
縁
皿
で
あ
り
、

見
町、

第
三
図
）

な
ど
調
査
例
は
多
い
。

三
号
窯
は
ま
っ

た
＜
砂
目
積
溝
縁
皿
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グル ー

プ名
No. 窯 名 所 在 地

第ーグ 1 焼山下 A 窯 伊万里市大川町大字川原字辻ル ー プ

2 迎の原卜. 窯 字西有中
川

田町
内
大字曲川（甲）

3 天 神森 7 号窯 有田町大字西部字天神元

4 賎の本 1 号窯 佐世保市

5 賎の本 2 号窯 佐世保市

6 山辺田 4 号窯 有田町大字中部字後山

第 7 原 明 B 窯 塁’ 田町大字曲川（甲）
ウメキ

8 天 神森 4 号窯 有田町大字西部字天神元

グ ， 畑 ノ 原 窯 波佐見町

)レ 10 猿 川 B 窯 有田町字岩中

| 11 山辺田 7 号窯 有田町大字中部字後山

プ 12 山辺田 9 号窯 有田町大字中部字後山

13 殴の本 3 号窯 佐世保市

14 原 明 A 窯 塁’ 田町大字曲川（甲）
ウメキ

15 清六の辻 2 号窯 有田町大字西部字西黒川

16 茅ノ谷 1 号窯 伊万里市松浦町大字山形字辻

17 天 神森 3 号窯 有田町大字西部字天神元

18 山辺田 2 号窯 有田町大字中部字後山

第 19 山辺田 1 号窯 有田町大字中部字後山

20 天狗谷E窯 有田町字白川
グ

21 天狗谷 A 窯 有田町字臼川
ル

22 
I 百 間 窯 山内町大字宮野字板ノ川内

プ
23 掛 の 谷 窯 有田町大字中部字掛谷

24 天狗谷D窯 有田町字白川

25 天狗谷 B 窯 有田町字白川

第 26 不動山
嬉野町皿屋谷 3 号窯

27 地蔵平東 A 窯 佐世保市
グ

28 清 源 下 窯 伊字万＝里本柳市大川内町 （丙）

ル
29 柿右衛門 B 窯 有田町大字西部字梨木原

I 
30 御 経 石 窯 伊字万＝里本柳市大川内町（丙）

プ

31 江 永 C 窯 佐世保市

第五グ 32 柿右衛門 A 窯 有田町大字西部梨木原

ル ー プ 33 江 永 A 窯 佐世保市

第六グ 34 谷 窯 有田町字大絵本

ル ー プ 35 小樽 2 局新窯 有田町字保屋谷

焼成室平均規模

幅 奥行

1.5 1. 7 

2.19 1.84 

2.19 2.07 

2 2 2 2 

2.21 2.22 

2.24 2.39 

2.28 2.26 

2.4 2.65 

2.4 2.2 

2.43 2.2 

2.48 2.38 

2.5 2.4 

2.54 2.85 

2.59 2. 51 

2. 76 2 02 

2.8 2.35 

2.88 2.5 

2.9 2.85 

3.18 2.85 

3.44 2.88 

3.53 3.17 

3.6 2.16 

3.76 3.41 

3.85 3.75 

4.0 3.41 

4.73 3.82 

4.14 4.1 

4.6 3. 75 

5.36 3.62 

5. 5 3.0 

5. 5 3.6 

5.83 4.25 

7.12 4.6 

7.35 4.82 

8.5 4.96 

注 ●単位： m 

文 献

伊
「古

J]窯罪跡li教分 育布委調査は会
報告 」

1 984 
西「迎有田

の
町
原

教古育窯跡委」目会[977 

古{f田窯町址教群 育関査委概員報
会

」

「 佐
197賀5県 イi lll町 天神森

佐認世調査i和毅Ii教告育杏
」

委1H98
会3 r政の本窯跳範囲確

同 上

古/{窯Iii址町教群 育
の

委調査貝会（遺
「佐構賀窟 県）

」
H
19

il
8
l
0

町 山辺！I]

西「
有

原
出明町古教窯跳

育 委
」
貝198

会1 

古有窯1f1址町教群 育調査委概員会報」
「
佐
197奴5県 有11]町 天神森

畠訂胄夫水No「.i9皮佐兄
・ 畑の原窯跡の発揖

· 1982 
佐 鉗限教育委は会「有 田町 猿Ill 古窯跡第

一部発堀調査概報 」 1970
打 田町教育委員 会「佐賀児有山町山辺出古窯址群の期査（遺構la)」 1980

同 上

佐認調世査保報市教出針苔
」

委貝
198

会3 「i女の本窯跳範囲確

西「原有 田明町古教窯跳
育委

」 1員98

会
1 

伊「
万古

里窯跡市教分 育布委調査貝会
報岩 」

1 984 
1古i田窯町址教群育調査委概員会報」「 佐1

97賀5
県ii田町天神森

有古 田窯町跡教群 育
の

委調査H会
（遺

「佐
構

買篇 狽）
」
有
19

田
80町山辺廿l

同 上

有
「

田
有
町

田
教天狗育委谷古員 窯会」 1972 

行「 田

打
町

田
教天 育狗委谷古は 窯会

」 1972 
九「州百陶間磁窯 文化樋館口窯

」 1 985 

佐嘉県§ 古化館窯址「弥源次古窯址物原ならび
に の について 」

1 970

村「 田

有
町

田 天
教育狗 委谷古員会

；；；」 1972 
同 上

嬉「野不町動教
山

育窯跡委

」
H会1 979 

究佐 報世1
告
呆ー市教木存1京地委蔵H平

会
窯

「跡_JのI!内発揺古窯閤跳査群」
1
緊
9

急78
確

認
調

伊
「

万古
里窯踪市教分 育布調委査ti会

報告苔 」 1984 
打発田掘町調教査概育 委報

」
員 会1 978

「柿右衛門窯跡第 2 次

伊
「古

ガ里窯跳rl;教分 育布委澗査員会報告よ 」 1984 
佐「江世 氷1呆市古教窯育」 委

197U5会

発打掘田町調教査概脊報委」員 会1 979
「Hi右衛l'l窯跡第 3

次

佐
「江世保永古rIi教窯 育

」

委1 97貝5会

有川町 教 育委H 会
「小樽 2 号窯跳 」 1986

●清源下窯の幅は奥壁部分で測ったもの

表1 肥前古窯における焼成室規模（平均）の 一覧
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窯
で
焼
成
室
平
均
幅
が
ニ
ー
ニ
・

八
九
メ
ー
ト
ル

の
例
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
猿

川
B

窯
の
み
で
あ
る
。

今
後
有
田
内
山
地
域
の
窯
の
調
査
が
進
め
ば
こ
の
時
期

窯
内
や
窯
周
辺
を
含
め
、

砂
目
積
の
唐
津
系
陶
器
が
出
土
し
て
い

な
い
磁
器

が

中
心
と
な
る
。

山
辺
田
四
号
窯
は
物
原
下
層
出
土
品
は
胎
土
目
積
で
鉄
絵
が

ゞ
ヽ

多
い
カ

上
層
に
な
る
と
砂
目
積
の
も
の
が
少
量
み
ら
れ
、

上
屋
の

柱
穴
と
思

わ
れ
る
ピ
ッ

ト
か
ら
は
胎
士
目
積
と
共
に
砂
目
積
の
皿
が

得
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
唐
津
系
陶
器

窯
に
お
け
る
窯
詰
め
は
胎
土
目
積
か
ら
砂
目
積
ヘ

と
だ
ん
だ
ん
移
行
し
て
ゆ
き
、

田
四
号
窯
、

一

時
期
併
存
し
た
こ
と
が
、

蔑
の
本
窯
や
山
辺

注
8

あ
る
い
は
阿
房
谷
下
窯
（
伊
万
里

市
）

か
ら
知
ら
れ
る
。

陶
器
と
磁
器
を
併
焼
し
た
窯
は
、

天
神
森
三
、

四
、

七
号
窯
、

原
明
A
.

B

窯
、

畑
ノ

原
窯
、

山
辺
田
七
号
窯
、

清
六
ノ

辻
二
号
窯
な
ど
多
い
。

陶
器
の
主

た
る
製
品
は
砂
目
積
の
溝
縁
皿
で
あ
り
、

言
い
換
え
れ
ば
、

砂
目
積
の
溝
縁
皿

と
磁
器
を
併
焼
し
た
窯
は
こ
の
グ
ル
ー。
フ
に
属
す
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

迎
の
原
上
窯
も
廃
窯
時、

窯
床
面
に
残
さ
れ
た
製
品
は
す
べ

て
磁
器
と
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、

窯
周
辺
か
ら
砂
目
積
の
溝
縁
皿
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
両
者
の

併
焼
期
が
あ
っ

た
可
能
性
が
強
い
。

原
明
窯
の
場
合
、

窯
床
面
か
ら
砂
目
積
の

溝
縁
皿
と
砂
目
積
の
染
付
磁
器
皿
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、

で
重
ね
積
み
し
た
溝
縁
皿
が
数
枚
熔
着
し
、

内
で
焼
成
可
能
で
あ
り
、

ま
た
砂
目
を
挟
ん

そ
の
一

番
上
に
磁
器
碗
が
熔
着
し

た
も
の
が
二
例
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ

て
も
唐
津
系
陶
器
と
磁
器
が
同
じ
焼
成
室

ま
た
実
際
に
焼
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ー
ト
ル

で
こ
の
グ
ル

ー。
フ
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
。

焼
成
室
平
均
幅
が
三
メ
ー
ト
ル

台
程
度
で
あ
り
、

山
辺
田

い

第
三
グ
ル
ー
プ

一

六
三
0
年
代
末
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
る
。

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
窯
の
窯
道
具
を
み
る
と
、

主
体
は
第
一

グ
ル

ー
プ
と
同
様
、

第
六
図
11
、

13
、

16
の
よ
う
な
右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
に
よ
る
も
の
で
、

底
部
に

は
回
転
糸
切
痕
を
残
す
。

蓋（
第
六
図
10
、

12
、

15

)

も
同
様
の
ロ
ク
ロ

成
形
に

こ
の
グ
ル
ー。
フ
の
上
限
年
代
は
、

唐
津
系
陶
器
に
お
け
る
胎
土
目
積
か
ら
砂

目
積
に
移
行
す
る
時
期
に
当
る
と
み
ら
れ
、

砂
目
積
や
磁
器
な
ど
新
し
い
技
術

は
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
っ

て
連
帰
ら
れ
た
朝
鮮
人
陶
工
た
ち
が
も
た
ら
し
た

も
の
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

慶
長
三
年
(
-

五
九
八
）

し
て
下
限
年
代
は
唐
津
系
砂
目
積
溝
縁
皿
が
消
え
、

す
る
の
を
、

寛
永
十
四
年
(
-

六
三
七
）

注
9

と
推
測
し
て
い
る
た
め
、

号
窯
、

と
み
て
い
る
。

そ

磁
器
中
心
の
生
産
に
移
行

の
窯
場
の
整
理
・

統
合
事
件
に
よ
る

（
第
四
図）、

ニ

天
狗
谷
E
、

A
、

D

窯
、

掛
の
谷
窯
（
以
上
有
田
町
）、

百
間
窯
（
山
内

町
）

な
ど
が
あ
り
、

窯
ノ
辻
窯
（
山
内
町
）

も
上
部
一

室
の
推
定
幅
三
・

三
メ

こ
の
グ
ル
ー
プ
の

焼
成
室
は
平
均
し
て
み
る
と
横
長。
フ
ラ
ン

と
な
り
、

占
地

ト
チ
ン

と
ハ

マ
で
あ
る
が

い

く
ら
か
サ
ヤ
の
出
土
例
が
み
ら
れ
る
。

の
事
例
が
増
え
る
可
能
性
は
強
い
。

／
 

サ
ヤ
は
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窯
道
具
は
第
ニ
グ
ル

ー。
フ
の
ト
チ
ン

ま
た
、

口
紅
装
飾
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
現
れ
、

る
傾
向
が
あ
る
。

Jヽ

マ

サ
ヤ
の
組
合
せ
が
引
続
き
用

は
山
の

斜
面
に

対
し
て
斜
行
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、

勾
配
は
比
較
的
緩
く
な

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
う
ち
、

砂
目
積
の
唐
津
系
陶
器
皿
が
出
土
し
た
の
は
百
間

窯
だ
け
で
あ
る
が
、

百
間
窯
の
場
合、

複
数
基
の
窯
が
あ
る
と
み
ら
れ
、

廃
窯

時
の
窯
床
面
に
残
さ
れ
た
出
土
品
に
は
砂
目
積
の
皿
は
み
ら
れ
ず
、

主
体
で
あ

る
磁
器
は
そ
の
形
態
・

意
匠
な
ど
か
ら
一

六
五
0
年
代
の
初
め
以
前
と
推
測
し

、

L
o

た
。

こ
の
グ
ル

ー。
フ
の
窯
に
共
通
の
製
品
と
し
て
は
、

高
台
部
分
無
釉
の
碗
が

あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
碗
は
青
磁
釉
を
外
面
に
掛
け
内
面
を
透
明
釉
も
し
く
は
染

付
と
し
た
も
の
、

青
磁
釉
の
替
り
に
天
目
（
鉄
）

釉
を
施
し
た
も
の
、

染
付
の

三
つ
に
大
別
で
き
る
。

高
台
の
削
り
は
断
面
台
形
で
高
台
内
中
央
に
兜
巾
を
残

す
よ
う
な
粗
放
な
も
の
が
多
く
、

無
釉
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、

高
台
内
に
「

大
明
」
、
「

大
明
成
化
年
製」
、
「
大
明
成
」

碗
の
生
産
量
の

増
大
と
コ
ス

ト
を
下
げ
る
方
法
と
し
て
一

時
期
採
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。

そ
れ
が
寛
永
末
か
ら
正
保
に
か
け
て
の
八

年
間
に
、

課
税
額
を
約
三
五
倍

に
増
額
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
に
考
え
た
こ
と
が
あ

注
11

る
。

皿
の
口
径
に
占
め
る
高
台
径
の
割
合
が
大
き
い
も
の
が
現
れ
始
め
、

や
方
形
枠
内
に
「

福
」

字
や
変
形
字
を
染
付
し
た
も
の
が
多
く
な
る
。

口

端
に
鉄
銹
を
塗
る
い
わ
ゆ
る

比
較
的
高
級
品
中
心
に
用
い

ら
れ
る
。

形
の
ハ

マ
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

い

ら
れ
、

百
間
窯
や
窯
ノ

辻
窯
の
よ
う
な
高
級
品
を
比
較
的
多
く
焼
造
し
た
窯

で
は
サ
ヤ
（
第
八
図
11
1
13
、

16
1
18
)

銘
を
施
す
場
合、

j

の

の
出
土
鼠
が
多
い
。

サ
ヤ
に
所
有
者

こ
の
グ
ル

ー
プ
の
う
ち
か
ら
輪
積
成
形
に
よ
る
桶
胴
形
の
サ
ヤ
（
第
七
図
15

)

が
現
れ
る
。

窯
体
を
未
調
査
の
ダ
ン
バ

ギ
リ
窯
（
山
内
町
）

は
物
原
の
堆
積
が

薄
く
、

製
品
の
種
類
が
少
な
い
た
め
、

操
業
期
間
が
短
い
窯
と
推
測
さ
れ
た
が
、

こ
の
窯
で
は
ロ
ク
ロ

成
形
に
よ
る
糸
切
底
の
サ
ヤ
（
第
八
図
31
1
33
)

と
輪
積

成
形
に
よ
る
桶
胴
形
の
サ
ヤ
（
第
九
図
3
1

5
)

が
出
土
し
、

後
者
の
方
が
量

的
に
多
い
。

そ
し
て
平
面
変
形
の
皿
を
糸
切
細
工
に
よ
っ

て
成
形
し
、

高
台
も

変
形
に
貼
付
け
た
も
の
が
か
な
り
出
士
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
ハ

マ
に
も
平
面

マ
は
百
間
窯
に
お
い
て
も
一

点
出
土
し
て
い
る
が
、

百
間
窯
出
土
の
製
品
に
は

貼
付
高
台
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。

し
か
し
製
品
を
比
較
す
る
と
、

百
間
窯
の
廃

窯
年
代
と
ダ
ン
バ

ギ
リ
窯
の
築
窯
年
代
は
同
じ
こ
ろ
の
可
能
性
が
あ
り
、

百
間

窯
の
廃
窯
ご
ろ
に
糸
切
細
工
技
法
を
行
い

始
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
第

三
グ
ル

ー
プ
で
は
こ
の
技
法
は
ま
だ
一

般
的
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
、

グ
ル

ー
。
フ
の
窯
で
貼
付
高
台
の
変
形
皿
が
出
土
し
た
例
は
な
い
。

山
辺
田
窯
の
う
ち
一
、

二
号
窯
や
六
号
窯
が
山
辺
田
窯
址
群
の
廃
窯
年
代
に

近
い
窯
と
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
周
辺
か
ら
ロ
ク
ロ

成
形
に
よ
る
断
面
逆
台
注
］

一

六
六
0
年
銘
の
例
（
長
吉
谷
窯
出
土
）

惰
円
形
な
ど
の
変
形
の
ハ
マ
（
第
九
図
ー
一

が
加
わ
る
。

こ
の
種
の

楕
円
形
ハ

へ

ら
書
に
よ
る
も
の
が
多
く、

次
に
押
印
銘
で
あ
る
。

ま
た

9
r
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を
も
つ
染
付
雲
龍
荒
磯
文
碗
．

鉢
類
が
少
鼠
出
土
し
て
い
る
こ
と
、

荒
磯
文
碗

と
共
に
出
土
す
る
例
の
多
い
日
字
鳳
凧
文
皿
が
少
鼠
あ
る
。

示
す
も
の
と
み
ら
れ

、

年
代
は
一

六
六
0
年
代
と
推
測
し
て
い
る
。

右
衛
門
B
窯
（
以
上
有
田
町 、

第
五
図） 、

地
蔵
平
東
A
窯 、

佐
世
保
市） 、

不
動
山
皿
屋
谷
三
号
窯
（
嬉
野
町 、

第
四
図） 、

清
源
下
窯 、

御
経

こ
の
グ
ル
ー

プ
に
な
る
と
焼
成
室
の
平
面
形
は
一

層
横
長
傾
向
が
強
ま
る
。

製
品
は
第
三
グ
ル
ー

プ
の
末
期
に
現
れ
る
染
付
雲
龍
見
込
荒
磯
文
碗
が

、

染

付
網
目
文
碗
と
共
に
碗
の
中
心
を
な
す

。

伊
万
里
市
大
川
内
山
の
清
源
下
窯
や

御
経
石
窯
で
は
染
付
網
目
文
碗
な
ど
の
磁
器
と
一

緒
に
京
焼
風
陶
器
が
出
土
し

て
い
る
。

京
焼
風
陶
器
碗
に
は
高
台
無
釉
で
底
裏
に
「
清
水
」

の
あ
る
一

群
が
あ
る
。

こ
の
「
清
水
」

保
市）

に
お
い
て
も 、

染
付
雲
龍
見
込
荒
磯
文
碗
と
共
に
出
土
し
て
い
る
。

同

こ
の
グ
ル
ー 。

フ
の
製
品
の
う
ち
比
較
的
高
級
品
は
底
裏
に
染
付
銘
を
も
つ
も

の
が
多
く 、

江
永
c

窯
（
以
上

な
ど
の
押
印
銘

印
の
陶
器
碗
は
地
蔵
平
東
A
窯
（
佐
世

ま
た
銘
の
種
顆
は
豊
富
に
な
る
。

そ
し
て
成
形
は
比
較
的
薄
手
に

時
代
に
お
け
る
流
行
の
表
れ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

石
窯
（
以
上
伊
万
里
市 、

第
四
図）

な
ど
が
あ
る
。

焼
成
室
平
均
幅
は
四
ー

五
・

八
メ
ー
ト
ル

程
度
で
あ
り
、

天
狗
谷
B
窯 、

柿

口

第
四
グ
ル
ー

プ

掛
の
谷
窯
に
お
い
て
も
出
土
し
て
お
り

）
れ
ら
が
第
三
グ
ル
ー

プ
の
下
限
を

日
字
鳳
凰
文
皿
は

る
゜

る
。

の
チ
ャ
ツ

が
、

普
及
す
る
の
は
第
四
グ
ル
ー

プ
の
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。

な
り
、

皿
の
口
径
に
占
め
る
高
台
径
の
割
合
は
増
大
す
る
。

こ
の
高
台
径
の
拡

大
に
伴
い

、

底
裏
を
小
円
錐
形
の
ハ

リ
と
呼
ぶ
道
具
（
第一
〇
図
24

)

技
法
が
一

般
化
す
る
。

も
ち
ろ
ん
雑
器
窯
で
は
皿
の
高
台
の
拡
張
は
遅
れ
る
か

ら
ハ

リ
の
使
用
は
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
ハ

リ
支
え
の
使
用
は
山
辺
田
窯
の
皿
顆

の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
か
ら 、

第一
ニ
グ
ル
ー

プ
の
時
期
に
始
っ

た
と
み
ら
れ
る

青
磁
の
皿
・

鉢
類
の
古叩
台
内
を
蛇
ノ
目
状
に
釉
ハ

ギ
し
て 、

第
九
図
3
、

（
第
九
図
19

、

第一
〇
図
5 、

で
支
え
る

そ
こ
に
窯
道
具

6 、

14
、

15

)

を
当
て
て
窯
詰
め
す
る

技
法
が
こ
の
グ
ル
ー

プ
で
普
及
す
る
。

こ
の
技
法
に
よ
る
青
磁
は
山
辺
田
窯
で

少
量
出
土
し
て
い
る
か
ら 、

こ
れ
も
第
三
グ
ル
ー 。

フ
か
ら
始
っ

た
と
推
測
さ
れ

窯
道
具
は
第
三
グ
ル
ー 。
フ
の
末
期
に
現
れ
た
可
能
性
の
あ
る
桶
胴
形
サ
ヤ
（

5

)、

ロ
ク
ロ
成
形
の
逆
台
形
ハ
マ
（
第
九
図
10

、
17
な
ど） 、
チ
ャ
ツ 、

シ
ノ
（
第
九
図
21

、
第一
〇
図
8
、

や
割
合
が
変
化
す
る
。

で
は
サ
ヤ
の
割
合
が
多
く 、

ヽ
つ
ま
う、

し

1

20

)

な
ど
が
普
及
す
る
。

逆
台
形
ハ
マ
や
チ
ャ

ツ
に
磁
土
を
用
い
た
磁
質
の
も
の
が
現
れ
る
の
も
こ
の
グ
ル
ー 。

フ
の
特
徴
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

各
窯
の
窯
道
具
の
内
容
は 、

製
品
の
内
容
に
よ
っ
て
組
合
せ

つ
ま
り
、

柿
右
衛
門
B
窯
の
よ
う
に
高
級
品
焼
造
の
窯

チ
ャ
ツ
は
磁
質
の
も
の
が
か
な
り
用
い
ら
れ
て
い

不
動
山
皿
屋
谷一

言
互
窯
で
は
サ
ヤ
は
み
ら
れ
ず

、

青
磁
皿
・

鉢
が
多
い
の
で
チ
ャ
ツ
が
目
立
つ
が

、

そ
の
チ
ャ
ツ
は
耐
火
枯
士
製
で
磁
質
の
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四
・

八
メ
ー
ト
ル

で
あ
っ

た
。

窯 困

第
五
グ
ル
ー
プ

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

一

六
八
0
年
代
と
推
測
さ
れ
る
。

も
の
は
出
土
し
て
い
な
い
。

地
蔵
平
東
A

窯、

江
永
c

窯
の
よ
う
に
比
較
的
雑

器
の
碗
類
を
主
と
し
て
焼
い
た
窯
で
は
サ
ヤ
、

（
第一
〇
図
1
、

12

)

は
、

い

て
現
れ
、

チ
ャ
ツ
は
出
土
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

ま
た
柿
右
衛
門
B

窯
や
、

製
品
か
ら
こ
の

時
期
と
推
測
さ
れ
る
長
吉

谷
窯
の
よ
う
に
高
級
品
焼
造
の
窯
で
は
窯
道
具
の
中
に
特
殊
な
も
の
が
み
ら
れ

る
。

糸
切
細
工
に
よ
る
半
磁
質
の
薄
い
板
で
両
面
に
耐
火
砂
が
付
着
し
た
も
の

磁
質
の
角
材
状
の
道
具
（
第一
〇
図
27

)

を
両
端
に
敷
い

て
棚
の
よ
う
に
組
ん
で
製
品
を
窯
詰
め
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
グ
ル
ー
。
フ
の
上
限
年
代
は
一

六
六
0
年
銘
の
も
の
が
あ
る
染
付
荒
磯
文

碗
．

鉢
が
主
体
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
一

六
五
0
年
代
後
半
と
推
測
さ
れ
る
。

下
限
は
見
込
五
弁
花
文
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
装
飾
法
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、

五

弁
花
文
は
元
禄
年
間
に
は
廃
窯
に
な
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
柿
右
衛
門
A

窯
に
お

注
13

元
禄
ご
ろ
に
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
南
川
原
窯
ノ
辻
窯
で
盛
ん
に
用

焼
成
室
平
均
幅
は
五
・

六
ー
七
・

三
メ
ー
ト
ル

程
度
で
あ
り
、

柿
右
衛
門
A

（
有
田
町）、

江
永
A

窯
（
佐
世
保
市、

第
五
図
）

が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
こ
の

グ
ル
ー
。
フ
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
窯
は
樋
口
二
号
窯
（
有
田
町
）

が
あ
り、

登

窯
中
央
よ
り
少
し
下
方
の
一

室
を
調
査
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

焼
成
室
幅
は
約

と
あ
り

と
江
永
A

窯
で
は
焼
成
室
砂
床
が
平
均
ニ
ー
四
度
で
奥
壁
に
向
っ

て
傾
斜
し
て

注
14

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
傾
向
は
第
四
グ
ル
ー
プ
か
ら
現

こ
の
グ
ル
ー
。
フ
に
な
る
と
江
永
A

窯
の
よ
う
に
奥
壁
構
築
材
と
し
て
耐
火
粘

土
を
レ
ン
ガ
状
に
固
め
た
ト
ン
バ

イ
を
用
い
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

江
永
A

窯

柿
右
衛
門
窯
や
元
禄
ご
ろ
か
ら
一

七
三
0
年
代
の
間
と
み
ら
れ
る
南
川
原
窯
ノ

辻
窯
の

物
原
で
は
ト
ン
バ

イ
は
出
土
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
現
在
の
と
こ

ろ
ト
ン
バ

イ
を
使
用
し
た
窯
で
一

七
世
紀
に
遡
る
例
は
知
ら
な
い
。

ト
ン
バ

イ
の
使
用
は
拡
大
化
す
る
窯
の
構
築
を
容
易
に
し
た
も
の
と
想
像
さ

れ
る
が
、

こ
の
ト
ン
バ

イ
に
よ
る
窯
壁
構
築
が
い
つ
ご
ろ
始
っ

た
か
の
記
録
は

な
い
し
、

ま
た
有
田
周
辺
の
江
戸
時
代
の
記
録
に
ト
ン
バ

イ
の
語
が
現
れ
た
例

も
な
い
。

ト
ン
バ

イ
に
つ
い
て
の
記
録
で
も
っ

と
も
古
い
の
は
熊
本
県
天
草
の

注
15

高
浜
上
田
家
文
書
・

明
和
二
年
（
一

七
六
五
）

の
例
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
る

当
村
焼
物
山
仕
立
候
者
、

去
ル

宝
暦
十
二
（
一

七
六
二
）

午
年
当
所
野
山

之
内
二
焼
物
二

相
成
候
石
御
座
候
二

付
（
中
略
）

肥
前
大
村
領
合
焼
物
師

共
雇
入
当
村
焼
物
石
井
焼
窯
塗
土
、

者
田
土
、

と
ち
ミ
土
、

と
ん
者
り
土
、

五
傍
点
箪
者
注）

水
碓
掛
り
等
為
見
候
処
、

焼
物
仕
立
二

者
何
角
勝
手
宜
敷
（
後
略
）

一

七
六
二
年
に
は
陶
石
が
あ
る
の
で
窯
場
を
典
そ
う
と
し
、

肥
前
大

で
は
奥
壁
に
の
み
ト
ン
バ

イ
を
用
い
、

側
壁
に
は
使
用
し
て
い
な
い
ら
し
い
。

れ
、

第
六
グ
ル
ー
プ
ま
で
続
く
よ
う
で
あ
る
。

9
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村
領
（

同
文
書
に
長
与
山
と
あ
る
）

び
に
窯
の
塗
土

、

者
田
上

、

の
焼
物
師
た
ち
を
雇
入
れ
て

、

陶
石
な
ら

と
ち
み
土

、

と
ん
ば
り
土

、

水
碓
掛
り
な
ど
を
調

べ

さ
せ
た
と
こ
ろ

、

焼
物
（
こ
の
場
合
は
磁
器
）

焼
造
に
は
色
々
と
勝
手
が
よ

い
と
の
結
果
が
出
た
と
あ
る
。

こ

う
し
て
高
浜
焼
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が

、

こ

こ
で
「
と
ん
ば
り
土
」

焼
と
申
候」

の
こ
と
か
）

で
岸
を
築
き
立
て

、

の
名
が
初
め
て
見
え

、

同
文
書
に
は
明
和
二

年
(
-

七

六
五
）

に
支
配
勘
定
岸
本
弥
三
郎
ら
が

視
察
に
来
た
折
に
提
出
し
た
「

仕
法
書」

石
窯
塗
立
候
以
前 、

と
ん
者
り

壱
窯
二

凡
五
百
程
作
置

、

乾
し
置

、

上
岸

.

.

.

.

 

三
尺
程
二

右
と
ん
ば
り
二

而
岸
を
築
立

、

其
上
二

お
ん
ざ
ん
の
穴
明
ケ

、

と
あ
る
。
「

石
窯
」

は
同
文
書
に

、

雇
入
れ
た
大
村
領
長
与
山
の

陶
エ
が

、

長
与

う
わ

ぐ
す
＂

の
上
薬
の
加
滅
や
焼

き
加
減
な
ど
を
知
ら
な
い
の
で

、

最
初
の
一

、

と
あ
る
。

南
京
焼
は
磁
器
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

の
意
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い

。

と
す
れ
ば

、
「

南
京
焼
」

二

年
は
た
び
た
び
焼
損
じ
た
こ

石
か
ら
作

磁
器
窯
を
築
く
前
に
「
と
ん
ば

り
」

を
一

窯
に
お
よ
そ
五
百
個
程
作
り
、

乾
か
し
て
置
き
、

窯
の
上
岸
（
奥
壁

の
（
高
さ
）

三
尺
（
約
九
一

セ
ン

チ
）

程
に

、

右
の
「
と
ん
ば
り

」

（

温

座
）

そ
の
上
に
「
お
ん
ざ
ん
」

の
穴
（
通
焔
孔
）

を
明
け 、

上

る
こ
と
が
磁
器
の
特
質
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
石
窯
」

も
磁
器
窯

と
を
記
し
て
い
る
が

、

こ
の
「

南
京
焼
」

の
説
明
に
「

石
を
製 、

焼
候
を
南
京

が

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
主
に
「

上
焼
」

を
焼
い

て
い
た
の
で

上
窯
二

火
通
リ

候
様
二

、

次
第
上
リ
ニ

築
立
申
候

粒
の
多
い

粗
い
上
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

r

)�
 

の
窯
（
焼
成
室
）

に
火
が
通
る
よ
う
に
し
て

、

ま
た
上
田
家
文
書
の
絵
図
の
う
ち
「

焼
物
窯
内
之
図

井
二

道
具
共
二
」

に
直
方
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、

れ
る
。

さ
ら
に
「

道
具
ハ

皆
、

赤
士
ヲ
以
テ
作
ル

、

然
シ
ト

チ
ミ
ハ

土
性
ト
ン

バ

リ
ヨ

リ
ハ

、

上
品
ヲ
用
也
」

っ

た
が

、

窯
道
具
よ
り
は
下
等
の
土
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
る
。

実
際

、

窯
か
ら

出
土
す
る
窯
道
具
と
ト
ン
バ

イ
の
胎
土

を
比
べ

る
と

、

以
上
の
よ
う
に
「
と
ん
ば
り

」

が
ト
ン
バ

イ
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、

ト
ン
バ

イ
の
使
用
が
一

七
六―
一

年
以
前
に

始
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と

こ
こ
で
同
文
書
・

明
和
二

年
（
一

七
六
五
）

に
記
さ
れ
た
築
窯
技
術
に
つ
い

て
も
う
少
し
み
て
み
よ
う
。

焼
窯
之
儀
者

、

垂
木
を
結
ひ

、

立
申
候

、

数
二

、

口
窯

、

だ
ん
だ
ん
上
る
よ
う
に
築
き
立

ト
ン
バ

イ
と
同
様
の
も
の
と
認
め
ら

と
記
さ
れ
て
お
り
、

耐
火
性
の
強
い
赤
土
を
使

ト
ン
バ

イ
の
方
は
小
石

あ
ん
こ

う
合

、

次
第
上
リ
ニ

塗
立
候
様

、

先 、

小
竹
二

而
、

均
シ
致

、

窯
壱
間
毎
二

、

満
々

木
柱
を
数
百
本
立

、

形
リ
能

、

室
之
様
二

（

か
）

ゑ
つ
里

を
り
き
、

其
上
を

、

土
二

而
原
ク
塗

尤
、

上
合

毎
日
槌
を
以

、

何
遍
も
榔
付

、

地

凡
三
四
拾
日
程
之
日

口

を
明
ケ

、

右
、

立
置
候
柱
•

長
木
・

竹
等
取
除

、

夫
な
内
を

、

真

の

中
に

、

s‘
 

「
ト
ン
ノ

リ
」

と
記
し
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

写
真
の
よ
う

て
る
と
い

う
。

（

写
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つ
ま
り
、

焼
成
室
の
下
の
方
に
火
ア
ゼ

上
す
る
よ
う
に
と
し
て

と
あ
り
、

今
ま
で
は
下
積
（
中
積
・

高
積
は
し
な
い
の
意
か
）

注
18

間
釜
の
場
合

う
に
塗
立
て
る
が
、

つ
ま
り
、

窯
は
口
窯
（
火
口
か）、

あ
ん
こ

う
（
安
光
）

か
ら
だ
ん
だ
ん
上
る
よ

注
16

ま
ず
、

地
面
を
な
ら
し
、

窯
室
一

室
ご

と
に
「
満
々

木
柱
」

を
数
百
本
立
て
、

形
良
く、

室
の
よ
う
に
「
垂
木
」

を
結
び
、
「
小
竹
」

で
え
つ

注
17

り
（

棧）

を
か
き
、

そ
う
し
て
組
ん
だ
上
を、

粘
土
で
厚
く
塗
立
て
る
。

そ
し

て
上
か
ら
毎
日
槌
で
何
回
も
郷
き
つ
け
、

っ

た
あ
と
、

を
立
、

お
よ
そ
三
、

（
奥
）

四
0
日
程
の
日
数
が
経

口
を
明
け
、

右
の
立
置
い
た
柱
・

長
木
・

竹
な
ど
を
取
除
い
て
、

そ
れ
か
ら
内
部
を
鍬
で
削
り
取
り
、

摘
き
、

乾
い
た

ら、

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
前
述
の
上
岸
な
ど
を
「
と
ん
ば
り
」

薪
を
投
入
焼
申
候

た
そ
の
上
に
ハ

マ

を
置
き
、

も
と
火
を
入
れ
る
の

で
築
き
立
て
る
工
程

が
間
に
組
込
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ

う
し
て
築
い
た
窯
の

内
部
に
は
、

（

あ

力
）

下
之
方
二

火
な
せ
を
立
、

上
之
方
二

者
目
砂
を
多
ク

鋪、

其
上
二

と
ち
み

（

は

ま
）

又
其
上
二

者
満
を
置、

或
者
ち
ゃ
つ
・

た
た
き
者
満
を
鋪
候
而
、

焼
物
壱
夕
宛
載
セ
、

高
積
・

中
積
・

下
積
三
段
二

積
候
而
、

焼
申
候、

尤

（

あ

力
）

（

マ

マ
）

火
な
ぜ
二

い
た
て
を
立
、

窯
之
口

塞
キ
候
而
、

漸
七
八
寸
程
明
ケ
候
而
、

（
火
床
境
）

を
立
て
、

そ
の
上

方
に
は
目
砂
を
多
く
敷
い
て
（
砂
床
を
作
り）、

そ
の
上
に
ト
チ
ミ
を
立
て
、

あ
る
い

は
チ
ャ
ツ
・

タ
タ
キ
ハ

マ

を
敷
い
て
、

焼

物
を
一

個
づ
つ
の
せ
る
。

そ
う
し
て
高
積
・

中
積
・

下
積
の
三
段
に
積
ん
で
焼

く
の
で
あ
る
。

焼
く
時
に
は
火
ア
ゼ
に
タ
テ
（
火
除
け
）

を
立
て
、

焼
成
室
の

丘

随

力
）

鍬
二

而
削
取
、

値
分
榔
き
、

乾
き
候
節
、

等
原
火
を
入
申
候

底
に
シ
ノ

を
の
せ

窯
詰
め
の
際
、

高
積
・

中
積
・

下
積
と
あ
る
の
は
、

同
文
書
絵
図（

写
真
一
）

の
「
陶
器
積
之
図
」

積
・

中
積
で
、

砂
床
に
置
い
た
ハ

マ
の
上
に
積
む
の
が
下
積
に
当
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

江
永
B

窯
一

室
で
は
窯
道
具
と
製
品
が
、

窯
詰
め
さ
れ
た
状
態
で

埋
没
し
て
い
る
の
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
み
る
と
砂
床
に
ハ
マ

を
置
き
、

碗

ハ

マ
の
間
に
ト
チ
ン

を
立
て
上
に
火
入
れ
を
置
き
、

無
釉
の
火
入
内

（
ナ
ン

キ
ン

と
も
呼
ぶ
）

を
据
え
て
上
に
碗
を
の
せ
る
。

高
浜
文
書

の
図
に
は
シ
ノ
が
み
ら
れ
な
い
が
、

三
段
積
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
記
録
と
類

似
し
て
い
る
。

こ

う
し
た
窯
詰
め
に
つ
い

て
は
、

有
田
の
『
皿
山
代
官
旧
記
覚

書』
（
以
下
『
旧
記
』

返
済
方
法
と
し
て
、

る
。

と
略
す
）

天
明
六

年
（
一

七
八
六
）

に
、

藩
か
ら
の
借
金

只
今
迄
ハ

下
積
間
釜
之
儀
ハ

返
上
差
除
被
置
候
得
共
、

釜
勝
二

而
御
取
納
、

後
レ
ニ

相
成
候
条

に
は
返
済
か
ら
除
か
れ
た
け
れ
ど
も
、

近
ご
ろ
は
下
積
・

間
釜
勝
ち
に
な
っ

て

借
金
返
済
が
遅
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
あ
る
。

近
き
比
ハ

下
積
間

よ
っ

て
以
後
は
次
の
よ
う
に
返

一
、

中
釜
ぢ
下
火
口
迄
下
積
仕
候
節
ハ
、

返
上
二

不
及
、

大
釜
二

相
懸
候
節

の
よ
う
に
大
・

中
・

小
の
ト
チ
ミ
を
用
い
て
積
む
の
が
高

口

を
塞
ぎ
、

漸
く
七
、

八
寸
程
（
の
穴
を
）

明
け
て
、

薪
を
投
入
す
る
の
で
あ

9
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だ
ん
だ
ん
上
方
に
上
っ

て
ゆ
き
焼
揚
る
。

も
っ

と
も
安
光
よ
り
二
番
目
の
焼
成

室
ま
で
は
焼
物
を
窯
詰
め
し
な
い
。
―
二
番
目
か
ら
五
番
目
ま
で
の
焼
成
室
に
は

焼
物
を
少
し
窯
詰
め
す
る
が
出
来
方
は
良
く
な
い
。

六
、

ら
は
だ
ん
だ
ん
余
計
に
窯
詰
め
し
、

十
番
目
よ
り
は
何
十
番
も
焼
成
室
の
内
法

を
同
様
に
塗
り
築
く
と
い

う
。

上
田
家
文
書
絵
図
（

写
真
一
）

明
文
に
は
「
此
上
何
間
モ

下
二

同
シ
、

五

十
間
モ

有
ル

間
数
多
ク
有
程、

宜
キ

と
あ
り
、

焼
方
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

何
拾
番
も
窯
之
内
法
同
様
塗
立
申
候

七
番
目
の
焼
成
室
か

の
窯
の
図
の
説

つ
ま
り
口
窯
・

安
光
よ
り
焼
付
け
、

来
方
も
不
宜
、

六
七
番
目
之
窯
よ
り
段
々

余
計
二

焼
物
入
、

拾
番
目
合
者

一
、

間
釜

井
中
天
積
之
俄
返
上
仕
候
事
、

つ
ま
り
、

中
釜
よ
り
下
方
、

火
口
ま
で
下
積
の
場
合
は
返
上
し
な
く
て
よ
い
。

し
か
し
そ
れ
が

大
釜
に
懸
っ

た
場
合
に
は
そ
の
分
は
返
上
す
る
こ
と
。

間
釜
な

注
19

ら
び
に
中
天
積
の
場
合
は
返
上
す
る
こ
と
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
窯
詰
め
は
下

積
、

中
天
積
も
し
く
は
中
積
・

高
積
の
よ
う
に
ニ
ー

三
段
に
積
む
の
が
一

般
的

だ
っ

た
が
、

不
景
気
な
ど
の

折
に
は
下
積
一

段
だ
け
の
場
合
も
あ
っ

た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

上
田
家
文
書
・

明
和
二

年
（
一

七
六
五
）

に
は

焼
方
の

儀
、

揚
リ
申
候
、

口
窯
あ
ん
こ

う
合
焼
付、

段
々
次
第
上
リ
ニ

相
成
、

窯
も
焼

を
入
候
計
ニ
―

夜
余
も
焼
申
候
、

尤
あ
ん
こ

う
合
弐
窯
目
迄
ハ

焼
物
少
シ
も
入
不
申
、

ぬ

く
め

（

な
力
）

三
番
目
窯
迄
ハ

焼
物
少
々
宛
入
申
候
出

ハ
、

返
上
仕
候

事

に
六
度
焼
立
（
平
均）、

尤
も
灰
安
光
は
軒
数
除
外
」
と
あ
り
、
焼
成
室
一

室
が

る
。

他
に
六
窯
あ
る
が
、

安
光
・

灰
安
光
の

合
計
数
は
六
ー
九
室
で
あ
る
。

そ

安
光
・

灰
安
光
に
は
「
釜
運
上
銀
」

が
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

か
し
「
焼
物
出
来
高
六
、

六
三
〇
俵
、

但
釜
一

軒
に
つ

き
三
九
〇
俵
、

し
て
「
釜
運
上
銀
」

を
記
す
が
、

「
但
本
登
一

軒
に
つ
き
十
五
匁
」

と
あ
り 釜

数

二

0
軒

陶
器
出
来
ス
ル

ナ
リ
」

の
場
合
、

燃
焼
室
（
胴
木
間
）

を
「
口
窯
」

る
よ
う
で
あ
り
、
「
安
光
」

な
い
し
「
火
口
窯
」

天
明
七

年
（
一

七
八
七
）

に
広
瀬
本
登
に
つ
い
て
、

立
て
、

→ヽ

0

ニ
ノ

し

一

ケ

年

と
あ
り

と
あ
っ

て
、

焼
成
室
数
が
多
い
ほ
ど
、

良
く
焼
上
る
と

史
料
上
に
み
る
窯
室
の
呼
称
は
必
ず
し
も
一

定
し
て
い
な
い
。

上
田
家
文
書

と
呼
ん
で
い

は
焼
成
室
第
一

室
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
。
『
旧
記
』

小
釜
、

中
釜
十
五
軒
を
塗

そ
の
う
ち
火
口
灰
釜
・

心
見
釜―
二
軒
は
課
税
さ
れ
な
い
と
記
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ
は
前
述
の
上
田
家
文
書
の
安
光
よ
り
二
番
目
の
室
ま
で
は
焼
物
を
窯

詰
め
せ
ず
、

三
番
か
ら
五
番
目
の
室
は
少
し
窯
詰
め
す
る
が
出
来
方
は
良
く
な

い
と
記
し
て
い
る
室
あ
た
り
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

降
っ

て
天
保
年
間
（

一

八
三
0
ー

四
三
）

の
波
佐
見
皿
山
の
状
況
を
記
し
た
『
郷
村
記』

中
に
、

各

注
20

皿
山
の
「
釜
数
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、

例
え
ば
稗
木
場
皿
山
で
は

内
本
釜
一

四
軒
、

安
光
三
軒
、

灰
安
光
三
軒

―

つ
の
窯
に
安
光
・

灰
安
光
を
合
せ
て
六
軒・
（
室
）

あ
る
こ
と
が
判し
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一

八
三
0
年

波
佐
見

1

四
三

一

七
八
七
年

『
波
佐
見
史
上
巻
』

四
二
六
頁
の
注
に
「
灰
安
光
は
焚
起
し
窯
か
」

四
三
七
頁
の
窯
の
概
念
図
に
は
「
焚
き
起
し
（
灰
あ
ん
こ
う
）」

と
記
し
て
い
る

が
、

焚
起
し
（
燃
焼
室
）

が
三
室
も
あ
る
の
が
疑
問
と
し
て
残
り
、

胴
木
間
（
燃
焼
室
）

と
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

広
瀬
山

一

七
六
五
年

天
草

に
つ
き

光
は
こ
れ
を
除
く」

均
値
で
あ
り
、

釜
運
上
銀
な
し

製
品
を
焼
く

当
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と

年
間
に
六
度
焼
い
て
の
平
均
出
来
高
は
一

室
に
つ
き
三
九
〇
俵
と
い
い
、

こ
れ

に
は
灰
安
光
は
含
め
な
い
と
あ
る
。

続
い
て
「
焼
物
土
八
、

一

軒
に
付
安
光
も
入
れ
て
一

度
に
八
六
荷
、

七
七
二
荷
、

但
釜

尤
も
一

ケ

年
六
度
の
平
均
、

灰
安

と
し
、

焼
物
を
作
る
陶
土
は
安
光
も
含
め
て
焼
成
室
一

室

一

度
の
焼
成
に
八
六
荷
を
使
う
。

も
っ

と
も
一

年
間
六
度
焼
成
の
平

灰
安
光
は
除
外
す
る
と
記
し
て
い
る
。

上
田
家
文
書
に
あ
る
安

光
よ
り
二

番
目
の
室
ま
で
は
焼
物
を
窯
詰
め
し
な
い
と
あ
る
の
が
、

佐
見
例
の
陶
土

も
不
用
と
い

う
灰
安
光
に
当
る
と
推
測
さ
れ
、

天
保
の
波

三
番
か
ら
五
番

の
少
し
窯
詰
め
す
る
が
出
来
は
良
く
な
い
と
い

う
室
が
波
佐
見
例
の
安
光
に
相

三
番
1
五
番

と
し
、

灰
安
光
II

来
有
之
候
二

付
、

下
ぢ
十
番
釜
迄
之
処
少
々
宛
太
メ
塗
直
度
、

つ
ま
り
有
田
郷
泉
山
本
登
の
内、

十
番
ま
で
の
焼
成
室
は
い
た
っ

て
小
釜
に
て
、

た
い
と
い

う
。

さ
ら
に
年
代
は
降
る
が
、

柿
右
衛
門
文
書
・

文
政
―

二

年
（
一

注
21

八
二
九
）

下
南
川
原
登
の
史
料
は
、

小
釜
・

中
釜
・

大
釜
の
位
置
関
係
を
詳
し

く
語
っ

て
く
れ
る
。

こ
れ
を
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

焼
物
が
良
く
出
来
な
い
の
で
下
よ
り
十
番
釜
ま
で
を
少
々
づ
つ

大
き
く
塗
直
し

有
田
郷
泉
山
本
登
リ
釜
之
内、

十
番
迄
之
処
至
而
小
釜
二

而
、

焼
物
不
出

事」

と
あ
り
、

同
明
和
三
年
（
一

七
六
六
）

に

小
釜
・

中
釜
・

大
釜
の

区
別
が
み
ら
れ
た
が

『
日
已
ー
言』

明
和
元
年
（
一

七
六

ま
た
、

波
佐
見
稗
木
場
皿
山
で
は
、

年
六
度
焼
く
と
あ
っ

た
が
、

シ
候
様
損
シ
申
候
、

又
者
加
減
宜
敷
候
得
者、

つ
ま
り
、

窯
は
い

く
ら
手
入
れ
し
壁
を
塗
っ

て
も
、

加
滅
次
第
で
一
、

い
た
だ
け
で
破
損
す
る
場
合
が
あ
る
し
、

逆
に
加
減
が
良
け
れ
ば
五
＼
七
年
程

前
述
の
『
旧
記
』

天
明
六
年
（
一

七
八
六
）

も
保
持
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

本
窯
、

素
焼
窯
共
二

素
屋
を
招、

萱
葺
仕
置
申
候

三
股
皿
山

一

焼
二
焼
二

塗
直

五
年
七
年
程
も
相
用
申
候、

や
天
明
七
年
（
一

七
八
七
）

に

四
）

に
は
「
壱
登
之
内
小
釜
何
間
、

中
釜
何
間
、

大
釜
何
間
と
書
載
可
差
出
候

焼
窯
之
儀
何
分
手
入
塗
立
候
而
も
、

加
滅
次
第
二

而

上
田
家
文
書
・

明
和
二

年
（
一

七
六
五
）

に
は

の
記
録
で
は
年
三
度
と
あ
る
。

II

二
回
焼
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で
は
原
則
と
し
て
窯
詰
で
き
る
製
品
量
に
応
じ
て
課
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら 、

焼
成
室
の
規
模
を
表
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う 。

中
釜
第
六
室
は
小
釜

第
一
室
の
約
三
·

一
倍 、

大

釜
第
九
室
は
小
釜
第
一
室
の
約
五
・

六
倍
で
あ
る 。

明
和
二
年
（
一
七
六
五）

上
田
家
文
書
に
あ
る
六 、

十 九 八 七 ＇ 五 四 番四 ノ‘

ク ，， ，，， ‘’ ，，， 

大

，， ，， 中
', ，，， ク ケ

小
釜 釜 釜 類

柿

兵 徳 兵 竹 伊 竹 清 次

柿

清 徳 兵 釜

右

太 兵 太 吉

右

吉

市

吉 右

市

兵 ケ 太 焼衛 夫 衛 夫 衛 衛 衛
F 1 

門 門

名

十 十 十 十 十 七 ＇ 五 四 運ノ‘

亙十 十 十 十 九 八 五 五 匁 匁 匁 匁 匁
七 匁 匁 匁 匁 匁 匁 七 ＇ 四 銀/‘ 

ノ刀＼ ノ刀＼ 匁 ， 匁 ＇ ＇ ＇ ノ刀＼ ノ刀＼ ノ刀＼ ノ刀＼ 額ノ‘ /\ /‘ /‘ 

／刀＼ 分 ノ7]＼ ノ刀＼ 

表2

七
番
目
の
焼
成
室
か
ら
は

い
る 。

運
上
銀
額
は
同
じ
窯

ば
上
方
へ
と
順
次
増
加
し
て

分
さ
れ
て
い
る 。

運
上
銀
額

第
九
ー

一
四
室
が

大

釜
と
区

小
釜 、

第
六
＼

八
室
が
中
釜、

で
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
判

門
（
一
室）

の
七
名
の
窯
焼

土
量
が
多
い
が 、

江
永
A
窯
で
は
ト

チ
ン
（
第――
図
13

)、
シ
ノ
（
第――
図
12

)

（
一
室） 、
竹
吉（
二
室） 、
伊
右
衛

だ
ん
だ
ん
余
計
に
窯
詰
め
す
る
と
あ
る
の
は 、

下
南
川
原
登
を
み
る
と
中
釜
か

こ
の
よ
う
に
焼
成
室
の
規
模
が
上
方
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん

大

き
く
（

と
く
に
一
〇
室
位
ま
で）

作
る
こ
と
が
史
料
上
か
ら
も
判
る
が 、

発
掘
さ
れ
た

窯
を
見
る
と 、

そ
の
規
模
の
拡

大

は
主
に
焼
成
室
幅
の
方
に
関
っ
て
く
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と 、

第
五
室
目
の
焼
成
室
幅
が
五
・

六
四
メ
ー
ト

ル
の
松
浦
皿
山
窯
（
松
浦

市

、

第
五
図）

製
品
は
皿
や
碗
の
見
込
中
央
に
五
弁
花
文
を
染
付
し
た
も
の
が
現
れ
盛
行
す

る 。

皿
の
外
側
面
の
唐
草
文
の
花
の
部
分
が
ハ
ー
ト

形
に
描
か
れ
た
も
の
が
現

れ
る
の
も
こ
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
り 、

高
台
内
中
央
の
染
付
銘
と
し
て
は
「

福」

字
を
崩
し
た
閻
（
い
わ
ゆ
る
渦
福）

は
第
四
グ
ル
ー

プ
で
は
な
く 、

第
五

や
「

大

明
年
製」

銘
が
も
っ
と
も
多
用
さ

れ
る 。

ま
た
高
台
を
蛇
ノ
目
凹
形
高
台
に
作
る
も
の
も
こ
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
一

般
的
と
な
る 。

装
飾
法
と
し
て
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
や
型
紙
摺
が
行
わ
れ
る
の

も
お
も
に
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
時
期
で
あ
る 。

江
永
A
窯
は
白
化
粧
土
に
よ
る
刷

主
要
な
窯
道
具
は
第
四
グ
ル
ー

プ
の
窯
道
具
が
引
続
き
用
い
ら
れ
て
い
る 。

柿

右

衛

門

A
窯
や
南
川
原
窯
ノ
辻
窯
で
は
サ
ヤ
（
第一
〇
図
22 、

28 、

29

)

毛
目
陶
器
碗
と
半
磁
器
唐
草
文
碗
が
主
製
品
で
あ
る 。

文政12年(1 829) 下南川原登各焼成室の釜焼と運上銀額
（柿右衛門文書より）

第
八
室 、

第
一
三
室
を
除
け

匁
三
分
で
あ
る
が 、

漸
増
し

を
み
る
と 、

第
一
室
で
は

グ
ル
ー

プ
に
属
す
る
窯
と
推
測
さ
れ
る 。

る 。

そ
し
て
下
か
ら
五
室
が

が
下
南
川
原
登
一
窯
を
共
同

室） 、

柿

右
衛

門

（
二
室） 、
次
吉

室） 、
徳
兵
衛（
二
室） 、
清
市

ら
に
当
り 、

生
産
効
率
が
良
い
も
の
は
中
釜
以
上
と
推
測
さ
れ
る 。

）
の
よ
う
に 、
兵
太
夫（
四

の
出
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第
六
グ
ル
ー
プ

限
は
一

八
世

紀
中
葉
ご
ろ

と
推
測
さ
れ
る。

着
し
た
状
態
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

る
も
の

逆
台
形
ハ
マ
（
第――
図
6
、

ン
チ
で
サ
ヤ
の
蓋
が
一

点
出
土
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

製
品
の
精
粗
の
違
い

が
窯
道
具
の
組
合
せ
の
差
違
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

特
殊
な
道
具

ゎ

じ

と
し
て
は、

南
川
原
窯
ノ
辻
窯
や
樋
口
二
号
窯
出
土
の
緒
締
め
玉
用
と
思
わ
れ

（
第
二
図
39、

出
土
品
で
あ
り、

7 
ヽ

9
)

が
主
で
サ
ヤ
は
み
ら
れ
ず、

物
原
ト
レ

40

)

が
あ
る
。

第―
―
図
38
は
第
三
グ
ルー
。
フ
の
百
間
窯

41
は
鍋
島
藩
窯
（
伊
万
里
市）

出
土
の
染
付
緒
締
め
王
が
熔

第
五
グ
ル
ー
プ
の
上
限

年
代
は
柿
右
衛
門
A
窯
出
土
品
と
南
川
原
窯
ノ
辻
窯

開
窯
期
と
推
測
さ
れ
る

物
原
出
土
品
な
ど
か
ら
元

禄
ご
ろ
と
み
ら
れ
る
。

こ
の

グ
ル
ー。
フ
の

下
限

年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
江
永
A
窯
の
下

、1,ヘ（
焼
成
室
平
均
幅
は
七
•
-
1
八
•
五
メ
ー

ト
ル

程
度
で
あ
り、

谷
窯、

小
樽

二

号
新
窯
（

以
上
有
田

町、

第

五
図）
が
あ
る
。

ま
た

広
瀬
向
二

号
窯

（
西
有

田
町）

は
窯
体
を
発
掘
し
て
い
な
い
が
、

地
表
に

露
出
し

た
窯
体
部

は
幅
約
七

•
三
メ
ー
ト
ル

、

奥
行
約
四
・
六
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
か
ら
こ

れ
も
こ

の
グ
ル
ー

（
一
八
五
九）

プ
と
み

て
よ
い
。

三
窯
は

い
ず
れ
も

『
安
政
六
年
松
浦
郡
有
田
郷
図』
（
佐
賀
県

立
図
書
館
蔵）

に
窯
体
が
描
か
れ
て
い

る。

そ
れ
に
よ
る

と、

谷
窯
は
二

五
室、

小
樽
二
号
新
窯
は
一

七
室、

広
瀬
向
二
号
窯
は
一

六
室

の
登
窯
で
あ
る。

が
多
い
。

銘
と
し
て

は
清
朝
年
号
の

染
付
広
東
形
碗、

染
付
端
反
碗

や
蓋
な
し

の
染
付
小
丸
碗

な
ど
で
あ

る。

こ
れ

こ
の
グ
ルー
。
フ
の
窯
は
奥
壁
ば
か
り
か
側
壁
に
も
ト
ン
バ
イ

を
用
い、

平
面

プ
ラ

ン
は
第
五
グ
ルー

プ
と
比
べ
る
と
さ
ら
に
横
長
形
と
な
る。

ま
た
温
座
の

巣
の
底
面
を
火
床
面
よ
り
二
〇＼

三
0
セ
ン
チ
高く

築
く
こ
と
も
特
徴
で
あ
る。

窯
体
は
操
業
期
間
に
何
度
か
塗
直
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で

あ
る
が
、

小
樽
二
号
新
窯
の
場
合、

窯
体
の
初
築
年
代
の
上
限
は
記
録
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

た
く
新
し
い

窯

を
築
く
こ
と
を
藩
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ、

火
入
れ
は
文
化
八

注22

年
と
判
る
（『
旧
記』
）。
広
瀬
向
二
号
窯
（
往
時
は
広

瀬
本
登
と
呼
ば
れ
た
）

の
場

合、

天
明
七
年
（
一

七
八
七）

に
窯
が
大
破
し
た
の
で
築
き
直
し
を
願
い
出
た

が
、

資
金
難
の
た
め
に
三
三
室
あ
っ
た
窯
を
一

五
室
に
縮
少
し
て
築
い
た
と
あ

注23

る
（『
旧
記』
）。
よ
っ

て
窯
体
の
上
限
は
一

七
八
七
年
と
思
わ
れ
る。

第
六
グ
ル
ー

プ
の
窯

は
発
掘
例
が
少
な
い
こ
と
や、

第
五
グ
ル

ー
プ
と
の
接

点
が
明
ら
か
で
な
い
の
で、

第
六
グ
ル

ー
プ
の
上
限
を
示

す
製
品

を
提
示
す
る

こ
と
は

現
時
点
で
は
難
し
い
。

確
実

に
第
六
グ
ル

ー
プ
の

製
品
と
み
ら
れ
る
の

は

小
樽
二

号
新
窯

と
広
瀬
向
二

号
窯

に
共
通
の

製
品
で
あ
る。

そ
れ

は
蓋
付
の

ら
が

第
六
グ
ル

ー。フ
に
お
け

る
文
化
以
降
の
碗
の

主
製
品
と
み
ら
れ

る。

底
裏

「
乾
隆
」

の

「
乾
」

字

の
纂
書
体
を
染
付
し
た
も
の

窯
道
具
は
第
五グ
ル

ー
プ

の
逆
台
形
ハ

マ、

、

、

ト
チ
ン

シ
ノ

チ
ャ
ツ
に
加

つ
ま
り
小
樽
二
号
新
窯
は
文
化
七
年
(
-

八
一

0
)

に
ま
っ

ー
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た
と
い
う 。

測
さ
れ
る 。
下
限
は
明
治
で
あ
る
が

一
部
の
窯
は
大
正
ご
ろ
ま
で
使
用
さ
れ

で
あ
り ‘

第
六
グ
ル
ー

プ
の
焼
成
室
平
均
幅
の
範
囲
内
に

入

る 。

も
の
と
し
て
は
小
樽
二
号
新
窯
出
土
の
極
真
焼
用
と
み
ら
れ
る
「

外
厘」．
が
あ

る
（
第――
図
28 、
29

)。
こ
れ
は
サ
ヤ
の
一
種
で
あ
る
が 、
焼
成
時
に
釉
薬
に
よ

っ
て
蓋
と
身
を
熔
着
さ
せ 、
製
品
を
取
出
す
時
に
は
打
壊
す
の
で
あ
る 。

窯
道
具
の
所
有
者
印
は
呉
須
書
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
る
の
も
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
特
徴
で
あ
る 。

（
一

七
六―
-

l

)

前
述
の
上
田
家
文
書
に
は
「

宝
歴
十
二
午
年
開
起 、
但
当
巳
年
迄
年
数
九
十

ケ
年
二
相
成
ル 、
高
浜
村
陶
山
寵
之
図」
と
記
さ
れ
た
窯
の
絵
図
が
あ
る

真
二） 。
宝
暦―
―一
年
よ
り
約
九
0
年
後
の
巳
年
と
い
え
ば
一
八
五
七
年
で
あ
ろ

.',4
 

.
,
2
 

う 。
窯
の
図
は一
か
ら―
二
ま
で
の
番
号
が
付
さ
れ
た
室
が
描
か
れ 、
図
か
ら

も
上
へ
登
る
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
判
る
が 、
第一―

室
か
ら―
二
室
ま
で
は
室
の
寸
法
が
記

入

さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
を
ま
と
め
て
み

る
と
表
三
の
よ
う
に
な
る 。
比
較
の
た
め
に
第
五
室
よ
り―
二
室
ま
で
の
規
模

を
平
均
し
て
み
る
と
幅
は
約
七
•

四
メ
ー
ト
ル 、
奥
行
は
約
三
・

六
メ
ー
ト
ル

こ
の
グ
ル
ー

プ
の
上
限
は 、
現
在
の
と
こ
ろ
第
五
グ
ル
ー

プ
の
江
永
A
窯
の

下
限
推
定
年
代
が
一
八
世
紀
中
葉
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら一
八
世
紀
後
半
と
推

え
て
足
付
ハ
マ
（
第
二
図
16

)

や
タ
コ
ハ
マ

（

写

（
第
二
図
36

)

が
現
れ 、
特
殊
な

単
位・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の 五 平全
嘉号

平
均

ー・ 1
均体 ゜ 九 八 七 ノ‘ 五 四

弐 弐 弐
塁

弐 弐 壱 壱 壱 壱 九
丈 丈 丈 丈 丈 丈 丈 丈 丈 尺

七 七 ＇ 四 九 七 五 四

入

/‘ /\ /‘ 

尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 寸
七 七 五

＇ 八 七 五
ヘ

/‘ 

寸 寸 寸 寸 守 寸 寸 寸 焼
成

七 八 八 八 八 八 七 五 四 室/‘ Iヽ

四 ゜ ゜ ゜
g 

五 四 八
幅九 九 九 八

＝ 
『 ＇ 四 八 四/‘ /‘ ノ‘

ヽ

五 ゜ ゜ ゜ ゜ 五 四 八/‘ ＇ 七 九 九 八
＝ ＇ 

゜
＇ 

五 八 五/‘ /‘ /‘ /‘ 

壱 壱 壱 壱 壱 壱 八 七 四 五
丈 丈 丈 丈 丈 丈 尺 尺 尺 尺 尺 横
五 五 九 四 七 五

＇ 七/‘

尺 尺 尺 寸 寸 尺 寸 寸 寸 寸 寸 ヘ

四
塵

五 五 五 五 焼
寸 寸 寸 ノ

刀＼ ノ刀＼ 成

四 四 四 室
五 九 ゜ 七 ＇ 

五 奥/‘ ノ‘ /‘ 

七 ＇ 九 5 五 八 五 七 九 四ノ‘ ノ‘ ノ‘ f/丁-
ヽ

九 ノ‘ /‘ ゜ 七 /‘ 五
九 七 七 七 九 弓 五 九 五 七 九 四 五

表
3

上
田
家
文
書『
高
浜
村
陶
山
竃
之
図』
の
焼
成
室
規
模
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を
改
め
て
述
べ

た
い

。

末
期
と
い
え
よ
う
。

る
窯
の
変
遷
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

以
上
の
よ
う
に
焼
成
室
平
均
幅
に
よ
っ

て
区
分
し
た
第
一

＼
六
グ
ル

ー
プ
は

製
品
・

窯
道
具
な
ど
も
考
え
合
せ
て
み
る
と

、

ま

と

め

そ
れ
が

時
代
と
と
も
に
拡
大
す

第
ニ
グ
ル

ー
プ
の
窯
は

、

唐
津
系
陶
器
と
磁
器
を
併
焼
し
て
い
た
時
期
に
当

り
、

第
三
グ
ル

ー 。
フ
は
鍋
島
藩
に
よ
る
皿
山
の
整
理
・

統
合
が

行
わ
れ

、

中
心
の
生
産
体
制
が

確
立
さ
れ
た
時
期
の
窯
と
み
ら
れ
る

。

磁
器

そ
し
て
中
国
の
明

末
清
初
の
動
乱
に
よ
っ

て
一

六
五
九
年
に
オ
ラ
ン

ダ
商
社
に
よ
る
海
外
輸
出
が

始
ま
る
と

、

第
四
グ
ル

ー 。
フ
の
窯
で
は
製
品
ば
か
り
か
焼
成
技
術
に
も
大
き
な

変
化
が
認
め
ら
れ
る

。

第
五
グ
ル

ー
プ
は
そ
の

後
の
築
窯
法
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
推
測
さ
れ
る
ト
ン
バ

イ
の
使
用
が
始
ま
る

。

第
六
グ
ル

ー
プ
の
窯

は
窯
体
の
肥
大
化
が
項
点
に
達
し
た
時
期
に
当
り

、

ま
た
巨
大
な
共
同
窯
の
終

こ
の
よ
う
に
肥
前
の
登
窯
が
た
ど
っ

た
変
遷
を
概
観
し
て
み
た
が

、

な
お
長

大
な
窯
全
体
を
発
掘
し
た
事
例
が
少
な
い
た
め

、

焼
成
室
規
模
の
平
均
値
と
は

い
っ

て
も
か
な
り
大
雑
把
な
部
分
が
あ
る

。

ま
た
焼
成
技
術
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
窯
道
具
の
変
遷
に
つ
い
て
詳
述
で
き
な
か
っ

た
が

、

こ
れ
に
つ
い
て
は
稿

14 13 12 11 l(J ，

 

8
 

[
I
 

6 5 4
 

3

 

2
 

注

一

九
八
五

゜

•
本
稿
で
用
い
た
窯
や
窯
道
具
の
図
は
各
報
告
害
な
ど
か
ら
ト
レ
ー

ス
し
た
が 、

論
旨
を

強
調
す
る
た
め
に
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。

秀
島
貞
康
r

土
師
野
尾
古
窯
跡
群』

諌
早
市
教
育
委
員
会 、

注
］

の
四
八
貞
＼

四
九
頁

。

一

九
八
五 ゜

大
橋
康―
-
「

十
七
世
紀
に
お
け
る
伊
万
里
の
窯
跡
と
そ
の
製
品」
r

十
七
世
紀
の
景
徳
鎮

と
伊
万
里』

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館 、
一

九
八
二
の
九
七
頁
ほ
か
。

倉
田
芳
郎
編
r

長
崎
・

松
浦
皿
山
窯
址』

松
浦
市
教
育
委
員
会 、

駒
沢
大
学
考
古
学
研

究
室 、
一

九
八―
―

。

副
島
邦
弘
「

近
世
古
窯
の
窯
本
体
の
構
造
に
つ
い
て」『
古
高
取
永
満
寺
宅
間
窯
跡』

直

方
市
教
育
委
員
会 、
一

九
八
三

。

大
橋
康―
-
「

肥
前
陶
磁
の
変
遷
と
出
土
分
布」『
国
内
出
土
の
肥
前
陶
磁』

佐
賀
県
立
九

州
陶
磁
文
化
館 、
一

九
八
四 ゜

薬
宏
明 、

曹
鶴
鳴 、

程
朱
海
「

関
子
我
国
陶
器
向
青
姿
発
展
的
工
芸
探
討」r
中
国
古
陶

一

九
八
二
の
i

五
一

頁
。

姿
論
文
集』

盛
峰
雄
『

阿
房
谷
下
窯
跡』

伊
万
里
市
教
育
委
員
会 、

注
6
に
同
じ
。

大
橋
康
二
『

百
間
窯
・

樋
口
窯J

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館 、

注
6
の
一

五
三
頁

。

一

九
八
五

。

大
橋
康―
-
「

伊
万
里
染
付
見
込
荒
磯
文
碗
．

鉢
に
関
す
る
若
干
の
考
察」

臼
水
九
号 、

一

九
八
二

。

大
橋
康―
-『
南
川
原
窯
ノ
辻
窯
・

広
瀬
向
窯』
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館 、
一

九
八
六

゜

久
村
貞
男
r

江
永
古
窯』

庄
世
保
市
教
育
委
員
会 、
一

九
七
五

゜

ー
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24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

熊
本
県
教
育
委
員
会
r

生
産
遺
跡
基
本
調
査
報
告
書
11
』

「
真
木
柱
」

の
こ
と
か

。

真
木
柱
は
「

杉
や
桧
な
ど
の
材
で
作
っ

た
柱
」
（
『
日
本
国
語

大
辞
典
』

小
学
館） 。

「
え
つ

り
（

棧）L

と
は
「

割
り
木

、

竹
な
ど

を
縄
で
結
び

、

並
べ

て
、

屋
根
や
壁
の
下

地
と
し
た
も
の
」

(
r

日
本
国
語
大
辞
典
』

小
学
館）。

窯
詰
め
が
一

杯
に
で
き
ず

、

平
面
的
に
空
隙
が
あ
る
と
い

う
意
で
あ
ろ
う
か

。

欽
古
堂
也
祐
『

陶
器
指
南』

文
政
一

三

年
(
i

八
三
0
)

に
は
窯
中
央
の
最
上
段
に
窯

詰
め
し
た
も
の
を
「
中
天
」

と
記
す

。

波
佐
見
史
編
纂
委
員
会
r

波
佐
見
史
（
上
巻
）』
一

九
七
六
の
四
二
三
頁
1

四―
一
六
頁

。

有
田
町
史
編
纂
委
員
会
『

有
田
町
史
（

陶
業
編
I
)』
の
五
四
六
頁
ー

五
四
八
頁

。

大
橋
康
1

一
『

小
樽―
―
号
窯
跡
』

有
田
町
教
育
委
員
会

、

一

九
八
六

゜

注
12
の
三
頁

。

上
田
家
文
書
「

陶
山
再
興
歎
願
書
諸
入
用
凡
積
井
鹿
絵
図

拍
」

に

安
政
四
年
(
-

八

五
七
） 、

勘
定
奉
行
が
天
草
郡
を
廻
村
し
た
際
に
焼
物
山
を
再
典
す
る
よ
う
い
わ
れ

、

高

浜
焼
の

実
態
に
つ
い
て
述
べ

た
別
紙
を
差
上
げ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

窯
の
絵
図

は
こ
の

折
の

も
の
の

可
能
性
が

強
い
。

一

九
八
0
の
一

頁
ー

三
二
頁

。
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写真1 高浜焼窯内の図（上田家文書絵図、 『生産遣跡基本調査報告書I1』より）
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写真2 高浜焼窯の図（上田家文書絵図、 『生産遣跡基本調査報告書I1』より）
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